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⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合
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 事業概要 

CFD シミュレーションの大規模化にともない, 従来のように全てのシミュレーション結果を並列フ
ァイルシステムに保存し, シミュレーション終了後にポスト処理を実行することはストレージ容量や
IO 帯域幅の制約により困難になると予想される. そのため, シミュレーション実行中にポスト処理プ
ログラムへ計算結果をリアルタイムに転送する, データステージング技術が注目されている. 本研究
では, JSS2 に代表される HPC 環境におけるデータステージング技術の実現可能性を検討し, データス
テージングミドルウェア, および, HPC 環境に求められる要件を分析する. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

JSS2 はアーキテクチャの異なる計算用主システム (SORA-MA) とプリポスト処理用副システム 
(SORA-PP) から構成され, 2 システム間で通信が可能であるため. 

 

 今年度の成果 

今年度は, 昨年度に概念実証した SORA-MA および SORA-PP を跨ぐデータステージングの実用性
向上に取組んだ. 昨年度は, 米オークリッジ国立研究所が開発を推進しているデータステージング用
ミドルウェア ADIOS2 を JSS2 に移植し, MA/PP 間のデータステージングを実現した. この際, MA の
IO ノード上で通信ブリッジを動作させ, MA から PP への通信を中継させることによってデータステ
ージングを実現した.  
しかし, 数千プロセスに及ぶ大規模な CFD 解析に対してデータステージングを適用した際, 次の 2
点の問題がある: (1) ステージング通信のスループット: MA/PP の両サブシステムにおいて, ステー
ジング通信のスループットが相互結合網の帯域幅の 10%未満に留まる (2) 通信ブリッジのメモリ消
費: MA の BIO/GIO ノード上で動作させる通信ブリッジのメモリ消費量が, 送信データ量の 3～4 倍

大規模 CFD 解析におけるポスト処理効率化のためのデータステージング技術に関する研究 
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に及ぶ これら 点の問題は 大規模な 解析に対するデータステージングの適用の障壁となるた
め 今年度ではこれらの問題の解決に取組んだ

については の通信エンジン が 通信を使用することに起因すると推測し
た 事実 通信ベンチマークを用いて と 通信の性能を比較したところ 通信
の方が 通信に比べスループットが低かった については ヒーププロファイラ を使
用し通信ブリッジのメモリ確保・開放を解析したところ エンジンが複数の重複する通信バッファ
を確保すること また 通信バッファが動的拡張される際のメモリ再確保によりメモリ消費が増大し
ていることが明らかになった
これらの問題は の開発中の新たな通信エンジン により解決できると期待できる
はバックエンドに を使用するため 通信を利用する また よりも使用する通信バッ
ファの数が少ないため メモリ消費量が少ない 以上の分析を踏まえ エンジンを の両シ
ステムに移植するとともに 正常に動作することを確認した 今後は エンジンの性能評価を実施
し 問題 および を解決できたか確認する

成果の公表

査読なし論文
堤誠司 藤田直行 伊藤浩之 大日向大地 井上敬介 松村洋祐 高橋慧智

アプローチを 用いた大規模数値解析におけるポスト処理
効率化 第 回数値流体力学シンポジウム

口頭発表

利用状況

⚫ 計算情報

プロセス並列手法
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 分
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